
小
学
校
委
託
計
画
を

前
倒
し

和
泉
市
の
学
校
給
食
民
間
委

託
は
、
中
学
校
（
小
中
一
貫
校

１
校
を
含
む
）
か
ら
順
に
開
始

さ
れ
て
お
り
、
中
学
校
の
後
に

小
学
校
を
委
託
す
る
計
画
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
委
託
校
は
、
前

年
度
ま
で
に
給
食
調
理
室
の
改

修
工
事
（
ド
ラ
イ
化
）
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
来
年
度
、
中
学
校

体
育
館
の
空
調
工
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
委
託

予

定

中

学

校
の
給
食
室
改
修
工
事
が
同
時

に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
す
で
に
ド
ラ
イ
化
さ
れ

て
い
る
小
学
校
の
民
間
委
託
が

前
倒
し
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
来
年
度
は
青
葉
は
つ
が
野

小
学
校
が
民
間
委
託
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
入
札
業
者
を
募

集
す
る
た
め
の
「
仕
様
書
」

（
業
務
内
容
や
方
法
を
細
か
く

定
め
た
文
書
）
が
、
中
学
校
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は

事
故
が
起
こ
る

泉
北
教
組
は
、
緊
急
の
要
求

書
（
上
記
）
を
和
泉
市
教
委
に

提
出
し
、
30
日
に
栄
養
職
員
部

と
合
同
で
、
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
栄
養
教
諭
か
ら

は
、
「
委
託
さ
れ
て
い
る
中
学

校
の
実
態
」
が
具
体
的
に
報
告

さ
れ
、
「
小
学
校
で
同
じ
こ
と

を
す
れ
ば
事
故
の
リ
ス
ク
が
高

い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

交
渉
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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教育のつどい大阪2020全体会
9月19日(土)13:30開会13:00開場
大阪市立阿倍野区民ｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ
記念講演：寮美千子さん(作家・詩人)

「子ども達の心を開く物語の教室」

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は抜本的見直し。｢チャレンジテスト」は廃止。

青葉はつが野小学校の
学校給食調理業務委託化に関する要求

来年度、青葉はつが野小学校の学校給食が調理業務の民間委

託化になる予定であると聞いています。和泉市の小学校では初

めてです。青葉はつが野小学校は児童数が多く、アレルギー対

応の必要な児童も多数在籍しています。食物アレルギーが多岐

に渡ること、身体の未発達等、中学校より丁寧な対応が求めら

れ、中学校と同じ仕様書の内容では、非常に不安を感じます。

また、現在の仕様書による調理員の人数では、安全に給食を提

供することが困難であると考えられます。

そこで、下記の事項を要求します。

記

１．来年度の青葉はつが野小学校及び和泉市内の小

学校の学校給食調理業務委託化は見送ること。

２．小学校に見合った仕様書の内容を検討すること。

３．安全に給食を実施できるようにすること。

今年度中止となった「全国学力・学習状況調査」を、

和泉市教育委員会が９月末までに全小中学校で、そのま

ま行うことを指示しています。近隣市で、調査問題の一

部を学校判断で実施するところはありますが、全部を強

制的にやらせる市は聞いたことがありません。今、中３・

小６の生徒・児童にとって、一番必要なことは、コロナ

休校により遅れた学習内容を一日も早く回復することで

あり、「調査」は不要・不急であると多くの教職員は考

えています。

文部科学省も、7月17日付で「新型コロナウイルス感

染症の対応に伴う令和２年度文部科学省が行う学校宛て

の定期的な調査の見直しについて」を発出しました。

この中で「新型コロナウイルス感染症対策に伴う負担軽

減の観点から、文部科学省が学校を対象として行う定期

的な調査の見直しに取り組んでいますが、本年度の調査

中止や時期の変更、調査期限の延長等、令和２年度実施

予定調査にかかる見直しを行いました」とし、「学調」

もその２番目に「中止」することが掲載されています。

「学調」の採点や結果分析は教職員の大きな負担となり、

この文書の趣旨に大きく反し

ます。

授業時数確保の観点からも、

また教職員の負担軽減の観点

からも、和泉市教委が直ちに

指示を撤回されることを求め

ます。


